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５
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口

尚

井

墨
に
五ご

彩さ
い

あ
り

と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
水
と
墨
だ
け
で

自
然
の
持
つ
無
限
の
奥
行
き
や

広
が
り
、
様
々
な
色
彩
ま
で
を

も
表
現
す
る
水
墨
画
。
そ
の
一

見
難
し
そ
う
な
芸
術
を
初
歩
か

ら
教
え
て
く
れ
る
教
室
が
あ
る

と
聞
き
、
訪
れ
ま
し
た
。

華か

墨ぼ
く

会

天
保
山
教
室
は

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
の
十
三

十
五
時
、
天
保
山
第
二
コ
ー

ポ
（
築
港
三

七

二
）
の
集

会
室
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

十
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
生
徒
は
七
人
。
こ
の
日
（
五

月
下
旬
）は
山さ

ん

水す
い

画
の
名
作
赤

城
山
（
現
代
中
国
の
水
墨
画
家

陸り
く

厳げ
ん

少
作

し
ょ
う

）
の
コ
ピ
ー
を
手
本

に
描か

き
進
め
て
い
ま
し
た
。
墨

の
爽
や
か
な
匂
い
の
中
、
静
か

に
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま
す
。

◆
講
師
は
本
場
中
国
出
身

講
師
は
本
場
中
国（
上
海
）出

身
の
水
墨
画
家
・
書
家
毛も

う

小し
ょ

華う
か

さ
ん
。
八
八
年
に
来
日
し
て
か

ら
市
内
中
心
に

華
墨
会

八

教
室
を
開
設
。
港
区
に
は
南
市

岡
と
弁
天
町
に
も
あ
り
ま
す
。

講
師
の
自
作
な
ど
を
手
本
に

生
徒
が
教
室
や
自
宅
で
描
い
た

作
品
を
添て

ん

削さ
く

し
、
そ
の
反
復
を

通
じ
て
基
本
を
身
に
付
け
て
も

ら
う
と
い
う
指
導
法
で
、
手
本

は
簡
単
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も

の
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
ま
た
写

生
旅
行
や
展
覧
会
な
ど
も
組
み

入
れ
て
、
自
由
で
高
度
な
創
作

へ
と
進
め
る
よ
う
配
慮
し
て
い

ま
す
（
五
月
に
は
十
回
目
の
展

覧
会
が
開
か
れ
ま
し
た
）
。

◆
自
然
の
生
命
力
を
表
現

一
心
に
筆
を
進
め
る
生
徒
た

ち
。
時
々
毛
講
師
が
見
回
り
、

声
を
か
け
ま
す
。

全
体
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
部
分
を
描
く

こ
と

技
法
は
手
段
。
目
的
は

気
持
ち
の
表
現
。
本
末
転
倒
に

な
ら
な
い
よ
う

模
写
は
技
法

だ
け
で
な
く
作
者
の
意
図
を
よ

く
理
解
し
て

木
や
花
は
命

あ
る
も
の
。形
だ
け
に
拘
ら

こ
だ
わ

ず
、

そ
の
生
命
力
を
伝
え
る
こ
と
。

一ひ
と

筆ふ
で

一
筆
の
勢
い
が
大
事

墨

は
金き

ん

。
惜
し
む
よ
う
に
、
無
駄

な
筆
は
使
わ
な
い
よ
う
に

。

こ
う
し
た
一
語
一
語
に
は

技
術
上
・
創
作
上
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

◆
和
や
か
な
雰
囲
気
が
好
き

助
言
を
受
け
な
が
ら
練
習
作

品
は
完
成
に
近
づ
い
て
い
き
ま

す
。
手
本
が
同
じ
で
も
一
人
一

人
趣
が

お
も
む
き

違
う
の
を
面
白
く
感
じ

な
が
ら
感
想
を
訊き

き
ま
し
た
。

佐
藤
純す

み

子こ

さ
ん
（
六
〇
代
）

は
平
成
六
年
に
毛
講
師
に
出
会

っ
て
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
友

人
か
ら

え
え
趣
味
や
ね

と

言
わ
れ
る
の
が
嬉
し
い
。藤ふ

じ

家い
え

順
さ

た
だ
し

ん

は
十
年
目
。

描

く
度
に
一
つ
か
二
つ
、
よ
う
で

け
た
と
思
う
所
が
あ
り
、
そ
れ

が
楽
し
い

。
妻
の
弘
子
さ
ん

は

夫
婦
で
共
通
の
話
題

が
で
き
、
夫
が
明
る
く
な
り
ま

し
た

。
佐
藤
澄す

み

子こ

さ
ん

は
区
役
所
の
展
覧
会
を
観
て
入

会
し
、六
年
目
。
自
作
を
床と

こ

の

間ま

に
飾
る
の
が
夢
で
す

。
竹

内
光
子
さ
ん

は
佐
藤
澄
子

さ
ん
の
紹
介
で
昨
春
か
ら
。
も

っ
と
早
く
か
ら
始
め
た
ら
よ
か

っ
た
。中
野
モ
ト
メ
さ
ん

は
去
年
九
月
に
入
会
。

宿
題

が
あ
る
の
で
生
活
に
リ
ズ
ム
と

活
気
が
生
ま
れ
ま
し
た

。
共

通
し
て
い
た
の
は

教
室
の
和な

ご

や
か
な
雰
囲
気
が
好
き

自

然
を
よ
く
観
察
す
る
よ
う
に
な

っ
た

歳と
し

を
と
っ
て
も
楽
し

く
続
け
た
い

で
し
た
。

最
後
に
毛
講
師
が
流

り
ゅ
う

暢
な

ち
ょ
う

日

本
語
で
読
者
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。
気き

韻い
ん

生せ
い

動ど
う

。
水
墨
画
は
感

性
を
高
め
、
生
活
に
潤
い
を
齎

も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に

お
越
し
下
さ
い
。
〇
九
〇
・

二
一
九
五
四
四
七
九
毛
講
師
。

水
墨
画
を
楽
し
む

華
墨

会

天
保
山
教
室
の
皆
さ

ん
（
中
央
が
毛
講
師
）

水
墨
画
書
道

青木美香子さん 藤かほりさん 香西かおりさん
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ガ
ラ
ス
芸
術
で
小
浜
恵
子
さ
ん

港
区
出
身
の
ガ
ラ
ス
芸
術
家

小こ

浜は
ま

恵け
い

子こ

さ
ん
が
五
月
下
旬
、

港
区
役
所
前
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

た
な
か
で
個
展

ア

ー

ス

２
０
１
０
を
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
区
民
が
訪
れ
、
美
し
い

ガ
ラ
ス
芸
術
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
然
保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
る

ガ
ラ
ス
作
品
と
小
浜
恵
子
さ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か
で

地
球
環
境
保
護
の
大
切
さ
に
も

思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
の
は
飲
食
器
、

壁
掛
け
、
時
計
な
ど
で
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
、
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
な

ど
の
希
少
動
物
や
、
草
花
、
草

原
な
ど
自
然
を
意
識
し
た
題
材

が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
ど

の
作
品
に
も
パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ

ェ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
語
で

ガ

ラ
ス
の
練ね

り
粉

）
と
呼
ば
れ

る
技
法
に
よ
る
独
特
の
乳
白
色

の
光
沢
が
あ
り
、
そ
れ
と
溶
け

合
う
よ
う
に
淡
い
色
彩
が
施
さ

ほ
ど
こ

れ
て
い
ま
し
た
。

小
浜
さ
ん
は
市
岡
高
校
を
卒

業
後
、

を
経
て
ガ
ラ
ス
制

作
を
開
始
。
独
立
し
て
工
房
を

持
ち
、
〇
一
年
か
ら
は
一

二

年
に
一
度
の
個
展
を
開
催
。
日

本
の
美
し
い
四
季
を
感
じ
て
ほ

し
い

と
草
花
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
制
作
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

〇
七
年
に
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
地

球
保
護
を
テ
ー
マ
に
個
展
を
催

し
た
の
を
機
に
、
絶
滅
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
動
物
な
ど
を
意
識
し
て

描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
自
宅
兼
工
房
を
三
重
県

の
自
然
豊
か
な
地
に
移
し
た
こ

と
な
ど
で
、
自
然
と
人
間
生
活

の
結
び
つ
き
を
一
層
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

さ
さ
や
か
な
試
み
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
自
然
保
護
の
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

作
品
を
と
思
っ
て
い
ま
す

。

昨
年
の

築
光
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト

の
模
様

た
り
片
づ
け
た
り
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
（
希
望
者
は
当

日
十
八
時
に
現
地
へ
）
。
ま
た

瓶び
ん

を
保
存
す
る
た
め
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
衣
装
ケ
ー
ス
の
提

供
も
求
め
て
い
ま
す
。
問
合
せ

は

六
五
七
六

〇
八
八
〇
ハ

ハ

ハ

ま
で
（
衣
装
ケ
ー

ス
提
供
者
に
は
先
着
で
キ
ャ
ン

ド
ル
く
じ
が
引
け
る
特
典
）
。

一
年
の
う
ち
二
時
間
、
蝋ろ

う

燭そ
く

の
灯あ

か

り
の
下も

と

、
空
っ
ぽ
の
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

と
呼
び
か
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
催

し
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
六
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る

築ち
っ

光こ
う

キ
ャ
ン
ド

ル
ウ
ィ
ー
ク

（
築
港
一
帯
の

店
舗
・
画
廊
な
ど
で
劇
、
演
奏

会
な
ど
を
開
催
）
の
最
後
を
飾

る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
行
事
で
、

夏げ

至し

の
六
月
二
十
一
日
（
月
）

二
十

二
十
二
時
、
築
港
赤あ

か

煉れ
ん

瓦が

倉
庫
横
の
駐
車
場
（
海
岸
通

二

七
）
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

築
港
地
区
活
性
化
の
た
め
に

様
々
な
文
化
企
画
を
考
え
合
う

集
ま
り

天
保
山
み
な
ア
ー
ト

会

の
主
催
で
三
回
目
。

同
会
で
は
当
日
蝋
燭
を
並
べ

日
に
築
光
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

●
う
た
ご
え
喫
茶

弁
天
町
駅

前
の

う
た
ご
え
倶く

楽ら

部ぶ

ね
こ

じ
ゃ
ら
し

が
じ
わ
り
人
気
。

港
新
聞
で
知
っ
た
人
な
ど
が
ピ

ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
生な

ま

伴

奏
で
歌
っ
て
い
る

写
真
。
昔
、

梅
田
の
歌
声
喫
茶
に
通か

よ

っ
た
の

で
、
懐
か
し
く
て

な
ど
の
感

想
。
昼
（
土
曜
十
四

十
六
時
、

千
円
）
と
夜
（
金
曜
十
九
時

二
十
一
時
半
、
日
曜
十
八
時

二
十
時
半
、
千
五
百
円
）
、
一

飲
物
付
。
波
除
五

七

六
。

六
五
八
一

八
七
六
〇
。

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

新
曲

春は
る

陽か
げ

炎ろ
う

愛あ
い

憐れ
ん

歌か

（
い
で

は
く
作
詞
、

鈴
木
淳
作
曲
）
好
評

六
月
二

十
四
日（
木
）八

十
時

ラ
ジ
オ

あ
り
が
と
う
浜
村
淳

で
す

出
演

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

五
月
十
七
日
に

通
天
閣
歌
謡
劇
場
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
男
の
夢
十
二
代

人
生

荒こ
う

野や

他
を
歌
う
。
港
区
か
ら

応
援
多
数

五
月
二
十
二
、
二

十
三
日
に
飯
田
市
で
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

八
月
に
歌
詞
ゆ
か
り
の

浪な
み

合あ
い

神
社
へ
奉
納
予
定

六

五
八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

あ
り
が
と

う

お
か
あ
さ
ん

（
他
に

ほ
れ
た
ん
や
か
ら

歌
は
人

生
）好
評

無
料
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
が
六
月
十
七
、二
十
七
日
、

七
月
七
、
十
二
日
に
上
本
町
ハ

イ
ハ
イ
タ
ウ
ン
、
七
月
四
日
に

オ
ー
ク
広
場
で

詳
細
は

六

七
七
〇

六
七
五
〇
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
へ
。

●
ユ
ニ
ッ
ト
・
人
間
や
ろ
か

あ
ん
た
の
顔
は
個
人
情
報
そ

の
も
の
や
ん
か

社
会
の
現

状
を
ぼ
や
く
老
若
男
女
六
人
が

喜
劇
タ
ッ
チ
で
世
の
中
の
こ

と
考
え
て
も
ら
お

と
昨
年
二

月
に
旗
揚
げ
し
た
劇
団
に
よ
る

第
三
弾
。
何
か
と
言
う
と

個

人
情
報
や
か
ら

と
ガ
ー
ド

を
固
め
る
昨
今
の
風
潮
を
風
刺

す
る
。
六
月
二
十
六
日
（
土
）

十
四
時
、
十
六
時
半
、
同
二
十

七
日
（
日
）
十
三
時
、
十
五
時

半
の
四
回
公
演
。
前
売
千
八
百

円
、
当
日
二
千
三
百
円
、
小
学

生
以
下
千
五
百
円
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
会
場
の
石
炭

倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か
ら
国
道
四
三

号
を
北
へ
直
進
、
安
治
川
堤
防

突
き
当
た
り
右
す
ぐ
。

六
五

八
一

〇
六
六
四
）
へ
。


